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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

田中義正・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「プレボテラ菌
による肺炎増悪の機序の解明及び新規治療法の開
発」

研　究　題　目

田中義正・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(A)「細胞壁構成全
成分の分子特性に関する統合的研究 -バイオマス
の高機能化のために-」

田中義正・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「自然免疫系エ
フェクター細胞による肺アスペルギルス症新規治
療法の開発」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

科学研究費助成事業 基盤研究(C)「ヒトにおける
PD-1免疫チェックポイント阻害剤併用療法の作用
機序解析」

田中義正・教授 日本医療研究開発機構 分担
生命科学・創薬研究支援基板事業「ワクチン開発
のための世界トップレベル研究開発拠点群 ⻑崎シ
ナジーキャンパス（出島特区）」

田中義正・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「家族性地中海
熱の病態における免疫老化の意義を明らかにする
研究」

田中義正・教授 日本学術振興会 分担

田中義正・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「プラスチック
の吸入による肺や全身への健康影響」

田中義正・教授 日本学術振興会 代表

田中義正・教授
国立研究開発法人日本医療研究開発
機構

分担

実用化に向けたB型肝炎新規治療薬の開発「実用
化に向けたB型肝炎新規治療薬の開発:創薬ライブ
ラリーの提供と最適化合成及び免疫療法の非臨床
開発」

田中義正・教授 日本医療研究開発機構 分担
生命科学・創薬研究支援基板事業「海洋微生物抽
出物ライブラリーを活用した中分子創薬の支援と
高度化」

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「ライソゾーム
栄養感知機構を標的としたNASH肝がん抑止を目指
した創薬研究」

Cells Editorial Board MDPI

ChemMedChem Editorial Board Wiley

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

Frontiers in
Immunology

Editorial Board Frontiers

14 3 11 11 2 9

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会
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特 許

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

田中義正・教授 最優秀賞
BRAVE FRONTIER Beyond
Next Ventures

新規アプローチによる革新的がん
免疫療法

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

田中義正・教授 非常勤講師（微生物学） 山口大学医学部

田中義正・教授
新規フッ素ビスホスホン酸誘導体及
びその用途

2016年2月1日 2020年4月2日 特許番号第6685047号

田中義正・教授
キノリノン化合物および抗RNAウイ
ルス治療薬

2018年3月30日 2022年4月20日 特許第7061394号

田中義正・教授
非RI系における細胞傷害能迅速測定
法

2014年3月31日 2019年3月29日 特許第6501271号

田中義正・教授
新規ビスホスホン酸誘導体及びその
用途

2015年12月18日 2020年5月21日 特許第6706799号

田中義正・教授
2-メチル-3-プテニル-1-ピロリン酸
の塩およびリンパ球処理剤

2000年1月21日 2007年10月12日 特許第4025019号

田中義正・教授 新規リンパ球処理剤 2009年7月9日 出願中 特願2009-162430

田中義正・教授
酵素法によるβ-グルコオリゴ糖の
新規製造方法

1989年2月21日 出願中 特願平2-219584

田中義正・教授 酵素法による単糖類の新規製造法 1989年1月30日 1998年2月6日 第2743005号

田中義正・教授
新規酵素およびゲンチオオリゴ糖高
含有シラップの製造方法

1988年2月29日 1997年11月28日 第2721968号

田中義正・教授 酵素法による単糖類の新規製造方法 1988年7月20日 1997年8月1日 第2678622号

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号
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